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演者のプロフィール
・薬学（4年）
東京薬科大学学士

・医学（2年）
筑波大学大学院医科学修士

・薬学（12年）
藤沢薬品探索研究所
薬学博士（動脈硬化の研究）

・薬学と医学（10年）
藤沢薬品＋アステラス製薬
開発本部（臨床開発PJリーダー）

西洋医学28年

NPO活動3年

予防
自分の健康は自分で守る
治療・療養・養生
自分の健康は自分で取り戻す

薬は病気で治療できる

・NPO活動（3年）
正常分子栄養学
心理学
メディカルハーバルセラピスト
がん統合医療コーディネーター
ラポールの会
（がん体験者とその家族の会）

病気を癒す力は生まれた時から
自分自身が持っている



（日本）

死亡者の３割

合わせて３割

生活の乱れ ⇒ 代謝 免疫 活性酸素

心の乱れ⇒ 上記＋遺伝子の乱れ

大乱

中乱



2015年2006年

2人に1人 3人に2人

3人に1人 2人に1人

がんに
かかる割合

がんで
死亡する割合

「がん対策基本法の意義とがん医療の在り方」 参議院厚生労働調査室 小林仁 （２００６）



25.4倍脳梗塞

9.2倍心不全

5.8倍乳がん

8.9倍大腸がん

42.8倍肺がん

75.3倍前立腺がん

病気

（罹患率）

6.5倍油脂類

19.7倍乳・乳製品

9.3倍肉

食生活

（摂取量）

1950年と今日との比較

日本の食生活と病気の変遷

ストレス ？倍



がんは自然からのメッセージ

• なぜ越前クラゲは大発生しているか？
・自然をこれ以上よごさないで
・自然とうまく共生しなさい

• 自然からかけ離れた生き方・暮らし方を改めなさい！
・年間８ｋｇ、8000種類もの合成化合物を摂食
・エコナ事件、トランス脂肪酸
・年間3万人もの自殺者
・小中高校生の暴力事件が年間6万件

• あまりにも薬偏重の医学を見直しなさい！
・What（何で）How（どのように）からWhy（なぜ）へ
・もっと内なる自然（治癒力）に目を向けるべき
・栄養と心への働きかけに目を向けるべき



アメリカでは治療から予防へ、薬から自己治癒力重視へ政策を転換

上院特別調査



¸現在の我々の食事は「不自然」で、まったくひどい。
がん、心臓病、脳卒中などの病気は、間違った食生活
が原因になって起こる「食原病」である

¸現代の医学は薬に偏った、「栄養軽視の医学」である。

¸病気を治す根本は薬ではなく、体の持っている本来の
「修復能力」である。

¸最も大切なのは食べ物に含まれている「栄養素」であり、
「栄養の知識を持った医学」に急いで変える必要がある

⇒ 125ある医学部の殆どで医科栄養学を教える
⇒ NIH（米国厚労省）に代替医療部ができる



がん細胞
の芽

異常な
遺伝子

活性酸素

発がん

正常な
遺伝子

がん細胞
の芽

免疫細胞

発がんのメカニズム

1日に
3000～5000
個生まれる

ゲノムの番人
Ｐ５３

（がん抑制遺伝子）

自殺

他殺



がんの発生・成長と生活習慣

・動物性脂肪、蛋白に偏った食事
・ トランス脂肪酸、オメガ６脂肪酸
・ 精製塩、白砂糖、精製穀物
・ 食品添加物の入った加工食品
・ 有害重金属、環境汚染物質
・ 農薬、医薬品
・ 紫外線
・ 運動不足（肥満）
・ 体温の低下
・ ストレス、不安、絶望感、恐怖
・ 喫煙

・ ミネラル、ビタミン、オメガ３脂肪酸、

ファイトケミカル、生の酵素、
胚芽成分が豊富な自然食材
・ 減塩、家庭で調理した料理
・ 有害な化学物質や紫外線を
できるだけ避ける
・ デトックス
・ 適度の運動
・ 身体を温める
・ リラックス、幸福感、充足感
・ 禁煙

活性酸素を発生させる
免疫力を低下させる

活性酸素を消去する
免疫力を向上させる

発がん予防
腫瘍縮小・消失

発がん
腫瘍成長



食用油のガン発生率
（ﾗｲﾅｽ・ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ科学医学研究所）

亜麻仁油

魚 油

ラード

精製コーン油

精製紅花油

与えた油

２匹

６匹αリノレン酸

（オメガ３）

３２匹飽和脂肪酸

６０匹

６６匹リノール酸

（オメガ６）

ネズミ100匹中
の発症数

過酸化脂質＋トランス脂肪酸
＋有機溶媒



食べてはいけない油 ｼﾞｱｼﾙｸﾞﾘｾﾛｰﾙ、トランス脂肪酸

避けるべき油 動物性脂肪

減らすべき油
市販の食用油
（サラダ油、てんぷら油）

積極的に摂るべき油

加熱用
（オリーブ油、ヤシ油）
非加熱用
（アマニ油、エゴマ油、しそ油）

厚生労働省が食品安全委員会に対して
発がん性の追加試験を指示！

体に脂肪がつきにくい特保食品体に脂肪がつきにくい特保食品



発がんのイメージ

心（生き方・考え方）

食事

水

排泄

運動

睡眠

腫瘍

がんになりや
すい体内環境

がんになりにく
い体内環境



病気を克服する家
病気を克服する家病気を克服する家

東洋医学 代替医療 西洋医学

食事療法 運動療法

精神・心



副作用により患者に
多大な苦痛を与える

自然治癒力を
大きく低下させる

医療とはまず害を
およぼさないこと

自然治癒力を
尊重すること

医学の信条

（ヒポクラテス）
現代西洋医学
（がん３大療法）

5子宮がん細胞

5胃がん細胞

0.5～1消化管粘膜

1～2骨髄細胞

分裂時間（日）各種細胞

白血球減少、血小板減少、貧血

吐き気、嘔吐、食欲不振、口内炎

＜抗がん剤の副作用＞



抗がん剤の限界

☆抗がん剤の許認可基準は、４週間で半分以下に縮小または消失例が
１０例のうち２～３例の割合で見られること （奏効率２０％～３０％）

☆ がんは、抗がん剤に耐性遺伝子を獲得し、やがて効かなくなる

（米国立がん研究所所長の上院での証言）

がん診療レジデントマニュアルより抜粋

悪性黒色腫、肝がん、甲状腺がん効果はあまり

期待できない

頭頸部がん、食道がん、子宮がん、非小細胞肺がん、胃がん、

前立腺がん、膵臓がん、脳腫瘍、腎がん

症状の改善が

期待できる

乳がん、卵巣がん、小細胞肺がん、大腸がん、ぼうこうがん、

多発性骨髄腫、慢性骨髄性白血病、骨肉腫

延命が期待できる

急性骨髄性白血病、急性リンパ性白血病、

胚細胞腫瘍、繊毛がん

治癒が期待できる

＜参考文献＞
「新副作用のわかる抗がん剤」近藤誠著（三省堂）
「知ってはいけない－消費者に隠された１００の真実」船瀬俊介著（徳間書店）





がん統合医療の考え方

手術抗がん剤

放射線療法

3大療法
（ウサギ）

代替療法
（カメ）

温熱療法

漢方・ハーブ

栄養療法

心理療法免疫療法

・ 外的な力を借りてがんを除去する ・ 自然治癒力（免疫力）を高める

・ 切れ味がいいが副作用は強い ・ 身体にやさしいが、切れ味は劣る

お互いの長所を活かし、欠点を補って1人ひとりに最も適した医療を提供する！

⇒副作用の少ない最新療法も登場！ ⇒有効性の高い療法も登場！



がん治療中・治療後のバランス

・動物性蛋白、脂肪に偏った食事
・ トランス脂肪酸、オメガ６脂肪酸
・ 精製塩、白砂糖、精製穀物
・ 食品添加物の入った加工食品
・ 有害重金属、環境汚染物質
・ 農薬、医薬品
・ 紫外線
・ 運動不足（肥満）
・ 体温の低下
・ ストレス
・ 喫煙

・ ミネラル、ビタミン、オメガ３脂肪酸、

ファイトケミカル、生の酵素、
胚芽成分が豊富な自然食材
・ 減塩、家庭で調理した料理
・ 有害な化学物質や紫外線を
できるだけ避ける
・ デトックス
・ 適度の運動
・ 身体を温める
・ リラックス
・ 禁煙

活性酸素を発生させる
免疫力を低下させる

活性酸素を消去する
免疫力を向上させる

再発・転移予防
腫瘍縮小・消失

再発・転移
腫瘍再成長

３大療法 代替療法



３つのがん療法

食養生（玄米菜食、肉・脂肪・食塩・加工食品・精製食品の制限）

体を温める、睡眠・休息を取る、ストレスを溜めない、適度な運動

三大療法 代替療法 自助療法

基本は自己選択・自己決定・自己責任

（自主的・自尊心満足）（受身・自尊心傷つく）

高濃度VC療法

活性化ﾘﾝﾊﾟ球療法

ｲﾝｽﾘﾝ強化療法
休眠療法

温熱療法

ﾘﾝﾊﾟﾏｯｻｰｼﾞ療法

鍼灸療法

ゲルソン療法

天然温泉薬石浴

自然の恵み活用法

がん心理療法 自己癒し療法

外科手術

放射線

抗がん剤

内視鏡術

ﾋﾟﾝﾎﾟｲﾝﾄ療法

分子標的剤

内視鏡術

ﾋﾟﾝﾎﾟｲﾝﾄ療法

分子標的剤

絶望に陥りやすい 希望を抱きやすい



がん療法の選択で一番大切なこと

安 心

信 頼

納 得

マイナス
効果

プラス
効果

マイナス
効果

プラス
効果

マイナス
効果

プラス
効果

プラセボ
効果

プラセボ
効果

正味の
効き目

納得なし

納得あり



３つのがん療法

食養生（玄米菜食、肉・脂肪・食塩・加工食品・精製食品の制限）

体を温める、睡眠・休息を取る、ストレスを溜めない

三大療法 代替療法 自助療法

（主体的・自尊心満足）（受身・自尊心傷つく）

高濃度VC療法

免疫細胞療法

ｲﾝｽﾘﾝ強化療法
休眠療法

温熱療法

ﾘﾝﾊﾟﾏｯｻｰｼﾞ療法

鍼灸療法

ゲルソン療法

天然温泉薬石浴

自然の恵み活用法

がん心理療法 自己癒し療法

外科手術

放射線

抗がん剤

内視鏡術

ﾋﾟﾝﾎﾟｲﾝﾄ療法

分子標的剤

基本は自己選択・自己決定・自己責任



ガンマナイフ

サイバーナイフ



248万4千円
（自費、他の費
用は保険適用）

・筑波大陽子線医学利
用研究センター
（つくば市）
・国立がんセンター
東病院（柏市）

肺がん（1回）
肝臓がん（１～２回）
前立腺がん（20回）

体内の決まった距離で
崩壊してエネルギーを出
すので正常細胞を傷つ
けずにがん細胞を破壊

陽子線
治療

サイバーナイフ
63万円
（保険適用）
ノバリス
288万円
（自費）

・聖麗メモリアル病院付
属 聖麗ひたち日立
サイバーナイフセン
ター （日立市）
・熊本放射線外科
（ノバリス：熊本市）

脳腫瘍
耳鼻咽喉科の腫瘍
口腔外科の腫瘍
＜肺がん・膵がん・
前立腺がんなどはノ
バリスで＞

多方向から1,000本もの
Ｘ線を照射してがんの病
巣部を破壊（出血・痛み
なし）

サイバー
ナイフ

63万円
（保険適用）

勝田病院
水戸ガンマハウス
（ひたちなか市）

脳腫瘍

多方向から1,000本もの
ガンマ線を照射してがん
の病巣部を破壊（金属枠
を頭蓋骨に固定）

ガンマ
ナイフ

費用医療機関主な適応特徴名称

ピンポイント放射線療法

最近高度先進医療を給付対象とする医療保険が発売されている
（例）損保ｼﾞｬﾊﾟﾝ終身医療保険「健康のお守り」（上限1000万）
アフラックがん保険「フォルテ」（上限300万）



３つのがん療法

食養生（玄米菜食、肉・脂肪・食塩・加工食品・精製食品の制限）

体を温める、睡眠・休息を取る、ストレスを溜めない

三大療法 代替療法 自助療法

（主体的・自尊心満足）（受身・自尊心傷つく）

高濃度VC療法

免疫細胞療法

ｲﾝｽﾘﾝ強化療法
休眠療法

温熱療法

ﾘﾝﾊﾟﾏｯｻｰｼﾞ療法

鍼灸療法

ゲルソン療法

天然温泉薬石浴

自然の恵み活用法

がん心理療法 自己癒し療法

外科手術

放射線

抗がん剤

内視鏡術

ﾋﾟﾝﾎﾟｲﾝﾄ療法

分子標的剤

基本は自己選択・自己決定・自己責任



・１コース
30万円 × 4～６回

・効きが悪かった場合
数コース

・水街道西部病院（常総市）

・東京女子医大東医療センター
（JR日暮里駅前）

・瀬田クリニック（用賀・新横浜）
⇒民間保険（自由診療保険
メディコム）加入者は、
最大３コース（18回分）を
保険金より給付される

216例のうち、完全寛解4例、部分寛解37例 （奏効率19％）
半年後には抗がん剤と同じように再発することが多い。
副作用が少ない点が評価できる

免疫細胞療法



温度による免疫とがんの関係

34℃ 35℃ 36℃ 37℃ 40℃ 42℃

リンパ球

がん細胞

活性上昇
（１℃につき37％）

嵐の湯
38.4 ℃

局所温熱
42℃～

全身温熱
41.5 ℃

月3万円 １クール
200万円

１クール
31.5万円



39 ℃～40℃

深部加温 9万円
浅部加温 6万円
（１クール4回まで保険適用）

費用

・ がん細胞の死滅
・ 免疫機能の強化
・ 老廃物の除去
・ 抑うつの解消
（βエンドルフィン）

目的

42 ℃～46℃
電磁波

局所温熱療法

キャンサーケアクリニック神田（JR神田駅前）では、局所温熱療法・インスリン強化療法・ビタミンC療法・
ゲルソン療法（食事指導）などを5日間で集中的に受けることができます（１クール 31.5万円）



38 ℃～40℃

１クール４回（週１回） 200万円
（静脈麻酔41.5℃）費用

・免疫機能の強化
・老廃物の除去
・抑うつの解消
（βエンドルフィン）

目的

遠赤外線
温水

全身温熱療法



天然温泉薬石浴

｢嵐の湯｣

ひたちのうしく西口駅前
場所

1回 2,000円
ラポール一般会員 1,500円
ラポールがん会員 1,000円

費用

・免疫機能の強化（温熱）
・免疫機能の強化（ﾎﾙﾐｼｽ）
・老廃物の除去
・抑うつの解消
（βエンドルフィン）
・抗酸化作用

目的

38.4℃38.1℃ー体温

3回目
（10分）

2回目
（10分）

1回目
（10分）

＜測定結果＞

室温：４５℃ 湿度：９０％



３つのがん療法

食養生（玄米菜食、肉・脂肪・食塩・加工食品・精製食品の制限）

体を温める、睡眠・休息を取る、ストレスを溜めない

三大療法 代替療法 自助療法

（主体的・自尊心満足）（受身・自尊心傷つく）

高濃度VC療法

免疫細胞療法

ｲﾝｽﾘﾝ強化療法
休眠療法

温熱療法

ﾘﾝﾊﾟﾏｯｻｰｼﾞ療法

鍼灸療法

ゲルソン療法

天然温泉薬石浴

自然の恵み活用法
がん心理療法 自己癒し療法

外科手術

放射線

抗がん剤

内視鏡術

ﾋﾟﾝﾎﾟｲﾝﾄ療法

分子標的剤

基本は自己選択・自己決定・自己責任



ゲルソン療法

1.塩分の制限。限りなく無塩に
2.動物性たんぱく質と脂肪の制限
3.大量の野菜・果物（低農薬のもの）の摂取。ジュースなら２ℓ
4.玄米、五穀米、全粒小麦、豆腐
5.乳酸菌（ヨーグルト300ml）、海藻、キノコ
6.ハチミツ大匙２杯、レモン２個、エビオス２０錠
7.油はオリーブオイルかごま油 （冷用はアマニ油1日小さじ１杯）
8.自然水（ナチュラルミネラルウォーター）

①塩分の過剰 ②動物性たんぱく質・脂肪の代謝障害
③クエン酸回路の障害 ④血中活性酸素の過剰

＜がんの原因＞

「がんの再発を防ぐ食事法」 済陽高穂 ＜文藝春秋SPECIAL２００９年季刊冬号＞

＜済陽（わたよう）医師の方法＞ （正しい栄養補給で解決）



活性酸素の消去ビタミンE

代謝酵素の活性化ﾐﾈﾗﾙ（Ca、Mg、Zn）

代謝亢進作用ビタミンB群

活性酸素の消去γ-オリザノール

活性酸素の消去・重金属の吸着フィチン酸

有害成分の吸着・乳酸菌の増殖食物繊維

活性酸素の消去フェラ酸

主な役割玄米の栄養素

食事療法（４） 玄米菜食



「まごはやさしい」 で必須栄養素を！

各種ビタミン、食物繊維いも（芋）い

食物繊維、ビタミンDしいたけ（きのこ）し

良質脂肪酸、良質蛋白質さかな（魚）さ

各種ビタミン、良質ミネラルや（野菜）や

多糖類、良質ミネラルわかめ（海草）わ

良質脂肪酸、ビタミンEごま （木の実）ご

良質蛋白質、 ビタミンB群まめ（豆）ま

栄養素食材



再発・転移予防＜空腹時1日２～３回＞

チンキ（各５滴）
パウダルコ （南米タヒボの樹皮）

⇒ 抗がん作用の特許（アポトーシス）
レッドクローバー（北米ムラサキツメクサの全草）

⇒抗がん作用の特許（アポトーシス）
エキナセア（北米キク科植物の全草）

⇒免疫力増強(マクロファージ、リンパ球を活性化）

ミックスハーブティー （ティーカップ１杯）
ゴーツコーラ（インドツボクサの葉）
⇒ 抗がん、血液浄化、利尿、抗うつ、鎮静

リンデン（西洋菩提樹の葉と花）
⇒ 利尿、発汗、血液浄化

カモミール（欧州カミツレの花部）
⇒ 鎮痛、鎮静、消炎、駆風（ガス抜き）

＋



がんと心の関係

• 不治のがん患者（生存可能期間平均12ヶ月と診
断）１５９名に４年間にわたってサイモントン療法を
施した結果

⇒63名の平均寿命は24.4ヶ月（療法あり）
⇒96名の平均寿命は半分以下（療法なし）

• ロンドン大学アイゼンク教授が約1300名を15年間
追跡調査した結果

⇒「自律性のない群」の約４６％はがんで死亡

⇒「自律性のある群」では0.6％のみがんで死亡



セルフヒーリング（自己癒し）法
―何よりもまず、あなたの心を守りなさい―

不健全な思い込み
否定的な感情

健全な捉え方
好ましい感情

免疫力低下
p-５３遺伝子OFF

免疫力向上
p-５３遺伝子ON

発がん・がん増殖 がん縮小
消失（自然寛解）

がん患者
・ストレスを内に溜め込みやすい
・ストレスで心が傷つきやすい

P-53遺伝子

スイッチON アポトーシス（自殺）

不死獲得（無限増殖）スイッチOFF

サイモントン療法 ⇒ がん体験者サロンで体験できます

SAT療法 ⇒ ＜http://kokoro.hcs.tsukuba.ac.jp/＞で体験できます
⇒ 「健康遺伝子が目覚めるがんのSAT療法」（春秋社）

筑波大学大学院人間総合科学研究科教授 宗像恒次著

⇒ （愛の遺伝子）

出典「がんのSAT療法」 宗像恒次著
（春秋社）



サイモントン療法について



サイモントン療法に出会って

• 一番よかったのは、人生の本当の目的を知
ることができたことです。これまで自分は我慢

して努力して、心と体を酷使し生きてきました。

• この講座を受講して、人生の目的は幸福にな
ることだと気付くことが出来ました。自分に喜

びを与えることを考え、実践することがこんな

に楽しいことかと実感しています。 また、自

分が幸せだと周囲の人にも優しくなれること

も判りました。



• 私は自分が乳がんになったのは、自分自身が
悪いからだと思って、ずっと自分を責め自殺願

望もありました。でも、講座を受講してからは、

人生観が変わりました。何が、どう変化したか

というと、以前は時間にゆとりがなくいつも忙し

く日々を送る生活を過ごしていました。

• 今は心にゆとりが持て、感謝の気持を忘れず、
何事にも前向きにとらえ、がんばり過ぎない自

分自身がいます。この講座を受講して日常の

中で幸福な体験ができたと実感しています。



• そして、これが本来の自分のあるべき姿であると感じ
ることができました。

• サイモントン療法のDVDを見て、私が長い間求めて
いたものを見つけた喜びを感じました。まず、心が軽
く楽になり解放された気分でした。

• がんと告知されてから私は頭から足のつま先までが
んになってしまったというイメージを持っていたことに
気づきました。

• それはサイモントン氏の言葉の中に「私たちは本質
的に健康な存在である」という言葉からでした。

• 「本質的に健康なんだ」と思えた時から、細胞レベル
でがんを消失し排除するイメージが持てるようになり、
体中のエネルギーがみなぎり、前向きに考え、行動
できるようになりました。



がん体験者サロン

• 日時 ： 毎月第3土曜日 14：00～16：00

• 場所 ： カフェナチュール（乙戸沼公園北隣）

• 内容 ： ① 自己紹介とフリートーク（60分）

③ サイモントン療法DVD鑑賞（40分）

④ 癒しの瞑想（20分）

• 参加費： ５００円

（ゲルソン式軽食、ハーブティー付）

• 人数 ： 毎回２０名（予約先着順）

申込み：029-843-3091（NPO緑の風）



自然の恵み（ファイトケミカル）の活用

植物

害虫・細菌・ウイルス

紫外線・高酸素

有害物質

ファイトケミカル
（3000種以上）

・抗酸化作用
・抗菌・抗ウイルス作用
・免疫力増強作用
・その他の薬理作用

・ポリフェノール
（黄～橙） フラボノイド
（青～赤） アントシアニン
（無色） カテキン

・カロチノイド、イソフラボン、
サポニン、ケルセチンなど

－100年 －1500年 －2400年

現在

漢 古代ローマ近代ドイツ

海藻

・フコイダン（高分子・低分子）

・免疫力増強作用
・アポトーシス誘導作用（低分子）
・血管新生抑制作用（低分子）



73％悪性リンパ腫78％肝臓がん

84％白血病79％小細胞がん

72％膀胱がん75％肺・腺がん

73％前立腺がん86％肺・扁平上皮がん

50％胆のうがん80％大腸がん

48％膵臓がん84％胃がん

58％卵巣がん84％食道がん

72％子宮がん81％咽頭がん

78％乳がん83％舌がん

安藤由朗先生の臨床結果（約450名の改善率）
出典「末期ガンを消した超低分子フコイダン（史輝出版）」

（注１）安藤先生は元国立九州がんセンター医師、医学博士、現安藤整形外科院長

（注２）改善率とはがん腫瘍がＣＴ検査で完全消失または１／２以下まで小さくなった症例



自助療法を取り入れた改善例（NPO緑の風）
治療法・自助療法 転 帰改善した症状がんの種類患者背景

＜No.1＞
59才
男性

＜初発＞
脳

（手術）抗がん剤

低分子フコイダン

還元水素水

天然鉱石サンドバス

嘔吐

食欲不振

挫滅（開頭手術時

に確認）

＜No.2＞
74才
女性

＜初発＞
乳腺

（握りこぶし大）
＜転移＞
リンパ節

分子標的剤

低分子フコイダン

リンパマッサージ

玄米菜食（減塩）

野菜ジュース・ｱﾏﾆ

植物ミネラル

息切れ・便秘・

疲労感・

不眠・

患部の痛み・

倦怠感・

肩こり

乳がん：消滅

（肉眼）

リンパ節：縮小

（肉眼）

＜No. 3＞
77才
女性

＜初発＞
胃

（内視鏡生検）

リンパマッサージ

サイモントン療法

低分子フコイダン

玄米菜食（減塩）

野菜ジュース・ｱﾏﾆ

植物ミネラル

患部の痛み

食欲不振

低体温

腹水

消滅

（内視鏡）



治療法・自助療法 転 帰改善した症状がんの種類患者背景

＜No.4＞
66才
男性

＜初発＞

脳（約５cm3個）
＜再発＞

脳（約２cm1個）

（放射線）抗がん剤

低分子フコイダン

玄米菜食（減塩）

野菜ジュース・ｱﾏﾆ

植物ミネラル

けいれん回数・

認知力・学習力・

便秘・低体温・

うつ状態・貧血・

白血球数

原発3個1/2以下
に縮小（MRI）
再発1個消失（MRI)

＜No.5＞
35才
男性

＜初発＞

胃（約5cm1個）
（平滑筋腫GIST)

ゲルソン療法

サイモントン療法

低分子フコイダン

丸山ワクチン

還元水素水

天然温泉薬石浴

植物ミネラル・ｱﾏﾆ

低体温

疲労感

肩こり

下痢

悪心

水虫

歯茎の出血

休眠

（PET）

＜No.6＞
63才
男性

＜初発＞

膵頭

（放射線）抗がん剤

低分子フコイダン

玄米菜食（減塩）

野菜ジュース・ｱﾏﾆ

植物ミネラル・運動

天然温泉薬石浴

食欲不振・便秘

低体温・睡眠・

白血球数・

尿の色・むかつき

指先の黒ずみ・

腫瘍マーカー

縮小（判別不能）

（CT）



治療法・自助療法 転 帰改善した症状がんの種類患者背景

＜No.7＞
71才
男性

＜初発＞

膵臓

＜再発＞
膵臓

低分子フコイダン
玄米菜食（減塩）
野菜ジュース・ｱﾏﾆ
植物ミネラル

冷え

筋肉痛

情緒不安定

倦怠感

不安感

腫瘍マーカー

PSA（4.0未満）
26.5（2/3）
7.72（4/2）
3.24（5/28）
3.05（9/17）
※2月中旬より開始

糖尿病が改善し、

インスリン治療が

不要になる。



抗がん剤の副作用軽減

＜代替療法＞

ミルクシスル（マリアアザミの種）

⇒臨床で肝臓保護作用・抗酸化作用立証

（300以上の研究論文）
電解還元水素水、水素ガスを吸収させた水やサンゴ末

⇒活性酸素を水に分解

＜通常医学＞
制吐剤（５‐HT3 受容体拮抗剤：シンセロン・カイトリル）
⇒白血球数低下、肝障害などの副作用の報告

GCSF（白血球増殖因子：グラン・ノイトロジン）
⇒肝障害・腰痛やどの副作用、リンパ球は増えない



骨転移の抑制

＜通常医学＞

ジホスホネート製剤(ゾメタ・アレディア＝点滴、
フォサマック・ボナロン＝飲み薬）

⇒ 骨をコーティングして破骨細胞から守る

＜代替療法＞

ホーステール（スギナ）

⇒ 珪素で骨を補強

八雲カルシウム（化石貝カルシウム）

⇒ 腸で吸収されやすく骨に沈着しやすい



胸水・腹水の軽減

＜通常医学＞

利尿剤（ラシックス・アルダクトン）

＜代替医療＞

ホーステール（スギナ）

⇒ ドイツでは、浮腫を適応症とする医薬品として

承認されている

ゴーツコーラ（ツボクサ）とリンデン（菩提樹）

のハーブティー

⇒体を温めながら利尿効果、体内浄化

リンパマッサージ



パニックになったら
①呼吸法で気持ちを落ち着かせる
◎ 「ありがとう」と1回心の中で唱えながら鼻から

息を吸う
◎ 「まあいいか」「まあいいか」・・・・「まあいいか」 と

５回以上唱えながら口からゆっくりと息を吐く
◎ 吐ききった時、自分にやさしくほほえみかける

執着気質の人⇒ 「まあいいか」を繰り返し唱える

不安気質の人⇒ 「大丈夫」を繰り返し唱える

息を吸う⇒ 「交感神経刺激」＝緊張

息を吐く ⇒ 「副交感神経刺激」＝リラックス

②サイモントンの瞑想CDを聴く
購入先 URL：http://www.simontonjapan.com/index2.html



統合医療へのアプローチ

• 自分でできる自助療法を見つけて徹底的にやる。
• 大学病院や大病院から統合医療系の病院か大病院の
緩和ケア科、または在宅診療をしてくれるクリニックに
移る。その際に現担当医に作成してもらった「診療情報
提供書」を持参して定期的なフォローをお願いする。

• 検査はできるだけ受けない（必要な場合は、上記の担
当医に紹介状を書いてもらい友部の県立中央病院で
PET検査を受ける(約３万円）。

• 自助療法に加えて先生に申込書を記入してもらい、
日本医大から『丸山ワクチン』を送ってもらって担当医

に注射してもらえば先生との関係もより良好になる。



玄米・菜食
塩・油・肉制限
加工食品制限
人参ジュース

玄米・菜食
塩・油・肉抜き
加工食品抜き
人参ジュース

温熱療法
（嵐の湯）
リンパ療法

ｻｲﾓﾝﾄﾝ療法
SAT療法

ゲルソン療法

食事療法 物理療法 心理療法

手術
放射線
抗がん剤
＜旧来＞
＜最新＞

三大療法

ビタミンC療法
IPT療法
フコイダン

最新代替療法

セミナー
第1部
【予防】

セミナー
第2部
【治療】

＜目的＞
体内環境
の改善

＜目的＞
がん細胞
の消滅




